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序　　文
歴史都市京都は、平安京建設以来の永くそして由緒ある歴史を蓄積しており、さらに

平安京以前に遡るはるかなむかしの、貴重な文化財も今なお多く地下に埋もれています。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、これまでに多くの遺跡の発掘調査を実施し、地中

に埋もれていた古都の過去の姿を多く明らかにしてきました。

これらの調査成果は現地説明会、京都市考古資料館での展示、写真展あるいはホーム

ページを通じて広く公開し、市民の皆様へ京都の地域の歴史に対し関心を深めていただ

けるよう努めております。

当研究所では、平成 13年より個々の発掘調査の概要をまとめた報告書を刊行しており、

その成果を公表しています。

このたび、マンション新築工事にともなう平安京跡・西京極遺跡の発掘調査成果をこ

こに報告いたします。本報告書の内容につきましてご意見、ご批評をお聞かせいただけ

ますようお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当遺跡の調査に際してご協力ならびにご支援たまわりました関

係者各位に厚く感謝し、お礼申し上げます。

平成 20年４月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１ 遺　跡　名 平安京右京五条四坊六町跡・西京極遺跡
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平安京右京五条四坊六町跡・西京極遺跡

１．調査経緯
今回の調査は、セントラル総合開発株式会社によるマンション新築工事に伴う発掘調査である。

調査地は、京都市右京区西院安塚町 100 番に位置し、平安京右京五条四坊六町跡にあたる。また、

近年の調査成果によって、遺跡範囲が見直された、弥生時代から奈良時代にかけての集落遺跡で

ある西京極遺跡にも含まれる。発掘調査に先立ち、京都市文化財保護課による試掘調査が実施され、

竪穴住居、溝、土坑、柱穴が確認された。その結果、委託者に対して発掘調査の指導があり、財

団法人京都市埋蔵文化財研究所が委託を受け、調査を行うこととなった。

調査を実施するにあたり、周辺の調査成果に基づいて、弥生時代から平安時代に至る遺構の確

認と、歴史的変遷を明らかにすることを目的とした。

調査地の調査面積は 415 ㎡である。調査地は、元々駐車場であったため、アスファルトを除去

した後に重機による表土剥ぎを行った。盛土、旧耕作土を除去したところ、地山上面で重複関係

が見られる遺構を多数検出した。これらを形状、方位、遺物出土状況などから、３時期にわけて

調査を行った。調査の結果、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居が良好な形で確認できた

ことから、現場の公開を行い、市民への普及に努めた。なお、調査終了間際に、京都市文化財保

護課の指導により、２箇所の追加調査を行ったため、当初の調査区を１区、追加調査区を南から

２区・３区とした。

－�－

図１　調査位置図（１：5,000）



２．位置と環境
調査地周辺は、現在では平坦な地形が広がっているが、これは、平安京遷都以来、現在に至る

までの人為的な改変と、河川の土砂運搬によるところが大きい。周辺地域の平安京以前の旧地形は、

旧御室川と旧紙屋川との扇状地が広がり、２つの川は五条通以南で合流、広大な沼（湿地）を形

成していた。扇状地内には、数多くの小

河川が流れて、微高地を形成していった

と考えられる
　１)

。

周辺の調査成果については、当地が西

京極遺跡の範囲に含まれる契機となった、

平安京右京五条三坊十四町跡の調査報告
　２)

と、弥生時代の竪穴住居を数多く確認し

た右京六条四坊二町跡の調査報告
　３)

に詳し

い。以下、西京極遺跡に関しての主要な

調査成果のみ取り扱う。

五条大路跡の調査
　４)

では、縄文時代後期 

・晩期の遺物が出土しており、当地の歴

史が縄文時代に遡ることが判明している。

また、遺跡の範囲外であるが、右京六条

三坊七～十町跡の調査
　５)

でも、縄文時代か

ら奈良時代にかけての流路跡を確認して

いる。

弥生時代中期以降は、活発な活動が見

られ、右京六条四坊二町跡の調査
６・７)

では、

中期から後期にかけての竪穴住居、土坑

－�－

図２　調査前全景（南から） 図３　作業風景

図４　調査区配置図（１：400）



が見つかっている。右京六条四坊七町跡の調査
　８)

でも、中期の溝、竪穴住居、後期の竪穴住居、古

墳時代の竪穴住居が確認されている。前述した右京五条三坊十四町跡の調査
　９)

では、中期から後期

にかけての方形周溝墓が確認されている。

古墳時代では、前期の生活の痕跡は希薄であるものの、中期から後期にかけて数多くの痕跡が

見られる。右京六条四坊八町跡の調査
  10)

や五条四坊十二町跡の調査
  11)

で、当期の竪穴住居、溝、掘立

柱建物が確認されており、続く飛鳥・奈良時代にかけても掘立柱建物・総柱建物・竪穴住居が見

つかっている。

註

１） 横山卓雄「京都盆地の自然環境」『平安京提要』  角川書店　1994 年

２） �木下保明・西森正晃『平安京右京五条三坊十四町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告 2006-7

　( 財 ) 京都市埋蔵文化財研究所　2006 年

３） �柏田有香『平安京右京六条四坊二町跡・西京極遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告 2006-30
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４） 山下秀樹編『平安京右京六条四坊九町跡・五条大路』  京都文化博物館　1991 年
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６） 前掲註３）と同じ

７） �上村和直・西大篠　哲「平安京右京六条四坊・西京極遺跡」『平成元年度　京都市埋蔵文化財調査概要』  

( 財 ) 京都市埋蔵文化財研究所　1994 年

８） 2005 年、( 財 ) 古代学協会による調査

９） 前掲註２）と同じ

10） �柏田有香『平安京右京六条四坊八町跡・西京極遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告 

2006-14　( 財 ) 京都市埋蔵文化財研究所　2006 年

11） �伊藤　潔「平安京右京五条四坊」『平成５年度　京都市埋蔵文化財調査概要』   ( 財 ) 京都市埋蔵文化

財研究所　1996 年

３．遺　　構

（１）基本層序と遺構の概要（図５、表１）
調査前の状況は、駐車場であったため、GL-0.6 ｍまでが、現代盛土であり、以下、近現代の耕作土、

床土、近世耕作土、中世耕作土となり、GL-1.2 ｍで 2.5Y5/3 黄褐色シルト～ 2.5Y6/2 灰黄色シル

トの地山となる。また、地山は北西に向かって緩やかに下降しており、北西部では、地山の直上

に 5Y5/2 灰オリーブ色シルト包含層が堆積している。遺構は、全て地山上面で検出している。中

でも竪穴住居は、弥生時代後期から古墳時代前期初頭にかけて 11棟、古墳時代中期から後期にか

けて７棟の計 18棟を確認している。

－�－



－ �－

図５-1　調査区断面図（１：80）



－ �－

図５-2　調査区断面図土層名



－ �－

図６　第１期遺構平面図（１：200）



－ �－

図７　第２期遺構平面図（１：200）



遺構の年代から、奈良時代から中世を第１期、古墳時代中期から後期を第２期、弥生時代後期

から古墳時代前期を第３期として調査を行った。

（２）第１期　奈良時代から中世の遺構（図６）
多数の小溝群と溝数条、柱穴などを確認した。

小溝群　調査区南半を中心に東西方向の溝を多数確認した。溝は、幅0.5ｍ、深さ0.1ｍのものと、

幅 0.3 ｍ、深さ 0.05 ｍの規模のものに分かれるが、いずれも耕作に関わる溝と考えられる。埋土

から、土師器皿、須恵器杯・杯蓋・甕・壷、瓦器鍋・羽釜、平瓦、輸入陶磁器椀が出土しており、

平安時代から中世のものと考える。

溝177・178　東西方向に並行して直線的に延びる溝である。１区と２区で確認している。幅は0.7

～ 1.0 ｍ、深さ 0.4 ｍ、長さは 14ｍ以上ある。溝の心々間の距離は、約 2.6 ｍである。埋土から、

弥生土器甕、須恵器杯、土師器甕、平瓦、石器が少量出土している。明確な年代を示す遺物はなかっ

たが、遺構の重複関係と形状、方位、四行八門制による区割りにのらないことから、奈良時代と

考える。

（３）第２期　古墳時代中期から後期の遺構（図７）
竪穴住居を計７棟と掘立柱建物、溝、土坑などを確認している。

建物１（図８）  １区南西部で検出した１間×１間の建物である。方位はN35°Wである。柱穴

掘形の平面形は、不整円形で、直径 0.4 ～ 0.5 ｍ、深さ 0.4 ～ 0.5 ｍ、柱間 2.5 ｍである。地山の

傾斜から、調査区南半は削平を受けていると思われ、建物１の柱穴は、竪穴住居の主柱穴である

可能性が高い。埋土から、須恵器、土師器が少量出土している。

建物２（図９）  １区南西部で検出した２間×３間の総柱の掘立柱建物である。南西隅柱は調査

区外である。方位はN30°Wである。柱穴掘形の平面形は、不整形である。直径は 0.2 ～ 0.5 ｍ、

深さ 0.15 ～ 0.35 ｍ、柱間 1.2 ｍと小規模である。総柱であることから、倉庫と考えられる。埋

土から、須恵器杯身、土師器が少量出土している。
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表１　遺構概要表
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図８　建物１実測図（１：50）

図９　建物２実測図（１：50）
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図 10　建物３実測図（１：50）
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図 11　竪穴住居 192 実測図（１：80）



建物３（図 10）  １区北部で検出した２間×２間の総柱の掘立柱建物である。方位はN30°W

である。柱穴掘形の平面形は、不整形で、直径 0.7 ～ 1.0 ｍ、深さ 0.3 ～ 0.6 ｍ、柱間 1.8 ｍ。埋

土から、須恵器杯身、土師器、弥生土器が少量出土している。重複関係から、溝 186 に先行する。

竪穴住居 192（図 11、図版３- ３）  １区中央部で検出した。方位はN30°Wである。竪穴の平

面形は方形で、一辺 3.8 ｍ× 3.9 ｍ、深さ 0.04 ｍ。主柱穴は４基であるが、内２基に隣接して同

規模の柱穴が確認できたことから、造り替えが行われたことを示している。柱穴の掘形は円形で、

直径 0.2 ～ 0.4 ｍ、深さ 0.2 ～ 0.3 ｍ。東辺中央には、土坑 211 を確認している。平面形は楕円

形で、長軸 0.6 ｍ、短軸 0.4 ｍ、深さ 0.2 ｍ。断面形はＵ字状である。貯蔵穴であると考える。竈、

壁溝の痕跡は見られなかった。

竪穴の周囲を巡る溝 193 は、周提外側の排水溝であると考えられる。溝 193 は、東側で途切れ

て全周しないが、北西部に向かって下降する溝が接続している。周溝規模は、外側で直径 8.0 ～ 8.8

ｍ。溝幅は、南側で 0.2 ～ 0.3 ｍ、深さ 0.2 ｍ、北側で、幅 0.6 ～ 0.8 ｍ、深さ 0.2 ｍ。周提の盛

土は確認できなかったが、幅 1.2 ～ 2.0 ｍである。

竪穴の埋土は削平され、遺物は少ないが、溝 193 から出土した須恵器杯身は、５世紀後葉に属

するものである。

竪穴住居 190（図 12）  １区南東部で検出したが、大半は調査区外に広がる。方位はN15°W

である。平面形は隅丸方形で、一辺６ｍ以上、深さは 0.1 ｍ。検出した部分では、壁溝を確認し

ている。壁溝の規模は、幅0.1 ～ 0.2 ｍ、深さ 0.05ｍ。主柱穴は１基確認している。柱穴の掘形は、
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図 12　竪穴住居 190 実測図（１：50）
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図 13　竪穴住居 189 実測図（１：50）
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図 14　竪穴住居 215 実測図（１：50）



楕円形で、直径 0.2 ｍ× 0.3 ｍ、深さ 0.7 ｍ。

埋土から、須恵器甕、土師器が出土して

いる。

竪穴住居 230　１区西部中央で検出した

が、大半が調査区外にひろがる。平面形は

隅丸方形と思われる。深さ 0.3 ｍ。検出し

た部分には、壁溝を確認している。壁溝の

規模は、幅 0.2 ｍ、深さ 0.1 ｍ。

埋土から、須恵器甕が出土している。

竪穴住居 189（図 13）  １区南西部で検出

したが、西半分は調査区外に広がる。方位

は N35°Wである。平面形は隅丸方形で、

一辺4.5ｍ、深さ0.1ｍ。検出した部分には、

壁溝を確認した。壁溝の規模は、幅0.1～0.2

ｍ、深さ 0.1 ｍ。主柱穴は、３基確認して

いる。柱穴の掘形は、円形で直径 0.3 ～ 0.5

ｍ、深さ 0.3 ～ 0.5 ｍ。

床面中央には、土坑 208 を確認している。

平面形は楕円形で、長軸 0.7 ｍ、短軸 0.5 ｍ、

深さ 0.1 ｍ。埋土には、炭化物が多く含ま

れており、炉と考える。北東隅には、土坑

221を確認している。平面形は、隅丸方形で、

１ｍ×１ｍ、深さ 0.25 ｍ。断面形は、擂り

鉢状である。土坑 221 からは、布留式の甕

の特徴を残す土師器甕が出土している。竪

穴の床面、埋土には炭化物が多く認められ

たことから、焼失住居であることがわかる。

埋土から、須恵器器台・土師器甕が出土

している。

竪穴住居 215（図 14）  １区中央部で検出

した。方位はN35°Wである。平面形は隅丸方形で、一辺4.5ｍ×５ｍ、深さ0.2ｍである。壁溝は、

幅 0.05 ～ 0.2 ｍ、深さ 0.15 ｍ。ほぼ全周するが、北隅と東隅で途切れている。壁際には、焼け

た板壁状の痕跡が認められた（４層）。主柱穴は４基を確認し、柱穴222には、柱根が残存していた。

柱穴の掘形は円形で、直径 0.3 ～ 0.5 ｍ、深さ 0.7 ～ 0.8 ｍ。

床面中央には、土坑 270 を確認した。平面形は不整円形で、0.2 ｍ× 0.15 ｍ、深さ 0.05 ｍ。
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図 15　溝 186 実測図（１：80）

図 16　土坑 187・柱穴 198 実測図（１：50）



埋土には、灰が多量に含まれていることから、炉と考

える。南西隅には、土坑 225 を確認した。平面形は楕

円形で、0.7 ｍ× 0.5 ｍ、深さ 0.1 ｍ。貯蔵穴と考える。

竪穴の床面には、炭化物が広がることから、焼失住居で

あることがわかる。炭化物の樹種は広葉樹である。

埋土から、土師器高杯が出土している。

竪穴住居 388　２区で検出した。東辺、南辺を確認し

たが、大半は調査区外に広がる。方位はN20°Wである。

深さ 0.15 ｍ。壁溝は認められなかった。東辺に、土坑

389を確認している。平面形は楕円形で、0.6ｍ×0.4ｍ、

深さ0.4ｍ。断面形は逆台形状である。貯蔵穴と考える。

埋土から、須恵器杯蓋、土師器細片が出土している。

竪穴住居 392　３区で検出した。西隅を確認したが、

大半は調査区外である。深さ 0.1 ｍ。壁溝、主柱穴などは確認できなかった。

埋土から、遺物は認められなかった。

溝186（図15）  １区北部で検出した。規模は、幅0.8～1.1ｍ、深さ0.2ｍ、長さ6.5ｍ以上である。

断面形はＵ字形状である。出土した遺物は、５世紀後葉に属する須恵器がまとまって出土している。

埋土は単層であり、出土した遺物に時間幅がないことから、一度に埋め戻されたことがわかる。

土坑 187・柱穴 198（図 16）  １区北東部で検出した。土坑 187は、幅 0.6 ｍ、深さ 0.3 ｍ、長さ 1.7

ｍ以上ある。埋土から、５世紀後葉～６世紀前葉に属する須恵器が多く出土している。柱穴198は、

掘形は円形で、直径 0.6n、深さ 0.25 ｍ。埋土から、土師器の甕が出土している。

土坑 184（図 17）  １区中央西寄りで検出した。平面形は不整形な楕円形で、長軸 2.0 ｍ、短軸 1.2

ｍ、深さ 0.5 ｍ。断面形は擂り鉢状をしている。埋土から、土師器、須恵器の細片が出土している。

土坑 98　１区南西部で検出した。竪穴住居 189 を削平している。平面形は楕円形で、長軸 1.1

ｍ以上、短軸 0.8 ｍ、深さ 0.25 ｍである。埋土から、土師器細片が出土している。

（４）第３期　弥生時代後期から古墳時代前期の遺構（図 18）
竪穴住居 228　１区北西部で検出した。西側は調査区外に広がるが、平面形は隅丸方形と思わ

れる。方位はN45°Wである。一辺３ｍ以上×2.5ｍ以上、深さ0.15ｍ。主柱穴は１基確認した。

柱穴の掘形は、円形で直径 0.3 ｍ、深さ 0.25 ｍ。検出した部分には、壁溝が認められたが、一部

途切れている。壁溝の規模は幅 0.15 ｍ、深さ 0.1 ｍ。

埋土から庄内式併行期の遺物が出土している。

竪穴住居 303　１区北西部で検出した。西側は調査区外に広がるが、平面形は隅丸方形と思わ

れる。方位はN45°Wである。一辺 1.5 ｍ以上、深さ 0.2 ｍ。検出した部分には、壁溝が認めら

れた。規模は、幅 0.15 ｍ、深さ 0.1 ｍ。主柱穴は確認できなかった。
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図 17　土坑 184 実測図（１：50）
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図 18　第３期遺構平面図（１：200）
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図 19　竪穴住居 300 実測図（１：80）
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図 20　竪穴住居 243 実測図（１：80）



埋土から遺物は出土していない。

竪穴住居 300（図 19）  １区北部で検出した。平面形は隅丸方形である。方位はN25°Wであ

る。１度の拡張が認められる。当初、一辺が 7.6 ｍ× 7.4 ｍの規模で、四辺を 0.1 ～ 0.6 ｍ広げ、

最終的に一辺８ｍ×８ｍ、深さ 0.3 ｍとなる。床面には当初厚さ６～ 12㎝の貼床（６層）が、拡

張後も厚さ４㎝の貼床（３層）が認められる。特に南西側に厚いのは、下層に溝 245 が存在した

ためと考えられる。壁溝は、幅 0.08 ～ 0.2 ｍで、深さ 0.1 ～ 0.2 ｍ。主柱穴は４基で、南西の１

基を除き、拡張後も共有している。柱穴の掘形は、不整形な円形で、直径 0.2 ～ 0.3 ｍ、深さ 0.4

～ 0.7 ｍ。

南辺中央には、土坑 337 を検出した。掘形は、隅丸方形を呈しており、1.2 ｍ× 0.8 ｍ、深さ 0.5

ｍ。断面形は、逆台形状を呈しており、肩口には小礫を貼り付けている。位置、形状から貯蔵穴

と考えられ、拡張後もそのまま共有している。

床面中央には、拡張前では土坑 342、拡張後には土坑 334 を確認している。拡張する際に、土

坑 342 を埋め、ほぼ同じ場所に土坑 334 が成立する。土坑 342 は、掘形は楕円形で、直径 0.6 ｍ、

深さ 0.2 ｍ。土坑 334 は、掘形は不整形な円形で、0.4 ｍ× 0.5 ｍ、深さ 0.12 ｍ。２基とも底に

は炭化物の層（４・６層）が認められることから、炉と考えられる。

埋土からは、庄内式併行期の甕、高杯などが出土している。

竪穴住居 243（図 20）  １区中央部で検出した。方位はN25°Wである。平面形は隅丸方形で、

一辺 8.4 ｍ× 8.2 ｍ、深さは 0.3 ｍ。壁溝は全周し、幅 0.08 ～ 0.16 ｍ、深さ 0.04 ｍ。床面には、

厚さ３㎝の貼床（10層）を確認している。主柱穴は４基。柱穴の掘形は不整形な円形で、直径 0.3

～ 0.4 ｍ、深さ 0.6 ｍ。また、南辺中央には、土坑 268 を確認した。平面形は不整形な方形で、1.2

ｍ×1.1ｍ、深さ0.7ｍ。断面形は、逆台形状を呈する。一段下がった肩口には礫を貼り付けており、

貯蔵穴と考えられる。床面中央には土坑271を確認している。掘形は円形で直径0.6ｍ、深さ0.16

ｍ。底部には、炭化物が堆積し、壁面は熱を受け、赤く変色していることから、炉と考える。

また、南辺と東辺の壁際には、盛土を行い、いわゆるベット状遺構を構築している。盛土の厚

さ約８㎝。ベット状遺構の周囲には、幅 0.04 ～ 0.08 ｍ、深さ 0.05 ｍの細い溝が巡ることから、

盛土側面に板を貼り付けていた可能性がある。

埋土からは、庄内式併行期の甕、高杯などが出土している。床面では、白色粘土塊を確認している。

遺構の形状、規模、方位、貯蔵穴の構造など、竪穴住居 300 との共通点は多い。

竪穴住居 216（図 21・22）  １区南東部で検出した。南半は調査区外に広がる。方位はN45°

W。平面形は隅丸方形と思われる。２度の拡張が認められ、最終的に一辺が４ｍ×４ｍ以上となる。

深さは最大で 0.3 ｍ。主柱穴は１基確認している。壁溝は一部で途切れている。貯蔵穴、炉は確

認できなかった。壁溝際には、幅 0.5 ～ 0.7 ｍ、深さ 0.35 ｍの溝が巡る。

住居の埋土からは、土師器が少量出土している。

竪穴住居 242（図 23）  １区北部で検出した。方位は N35°Wである。平面形は隅丸方形で、

一辺６ｍ×６.6 ｍ、深さ 0.3 ｍ。壁溝は、幅 0.15 ～ 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍで一部途切れている。床
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面の南半には幅 0.4 ～ 0.8 ｍ、深さ 0.1 ｍの溝が壁溝に沿って巡る。この溝の内側には、貼床（11

層）が４㎝の厚さで認められる。主柱穴は４基。柱穴の掘形は、不整形な円形で、直径0.3 ～ 0.7 ｍ、

深さ 0.4 ～ 0.7 ｍ。北東隅には土坑 368 を確認している。平面形は不整形な円形で、直径 0.8 ｍ、

深さ 0.45 ｍ。断面形は、逆台形状を呈し、貯蔵穴と考える。中央部には土坑 345 を確認している。

平面形は不整形な円形で、直径 0.6 ｍ× 0.8 ｍ、深さ 0.2 ｍ。炉と考える。
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図 21　竪穴住居 216 実測図（１：50）

図 22　竪穴住居 216 変遷図（１：200）
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図 23　竪穴住居 242 実測図（１：50）
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図 24　竪穴住居 250 実測図（１：50）
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図 25　竪穴住居 188 実測図（１：50）
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図 26　竪穴住居 246 実測図（１：80）




